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感染症対策と
子どもたちの安全・安心に逆行する

オリンピック学校連携観戦
の中止を決定

　間もなく開催される東京オリンピックについて、 東京や埼玉が会場となる競技に
ついて無観客開催となることが決定していました。 しかし、 川口市では学校連携観
戦に係る判断を各学校に委ねており、 川口市では当初、 市立の小中高で8,829枚
のチケットが配布される予定でしたが、 その後5,354枚がキャンセルされ、 3,475
枚が配布されることになっていました。 無観客開催が決定した後も、 学校連携観戦
については実施の可否がされない状況にありました。
　新型コロナウイルス感染拡大の最中、 オリンピックの中止を求める声も広がり、
感染防止の観点で子どもたちの安全 ・ 安心を第一優先に教育活動を進めるべき
と、 市民や学校の関係者からも危惧する意見が出されていました。 川口市もまん延
防止の措置区域に指定され、 児童 ・ 生徒でも感染が確認される状況がある中、 観
戦時の感染症対策の徹底や、 マスク着用をしたうえでの熱中症対策など児童 ・ 生
徒の安全 ・ 安心を優先した対応には大きな不安があります。
　日本共産党市議団は、 学校によるオリンピック観戦について、 現状の感染状況で
は、 安全 ・ 安心な環境での観戦は困難であり、 川口市として児童 ・ 生徒の観戦中
止の判断をするよう６月市議会でも述べるとともに、 市教育委員会に繰り返し対応
を求めてきました。
　国 ・ 県が中止の判断をしたことにより７月の半ばに入り学校に中止が通知され
ましたが、 川口市は最後まで市としての判断を行わなかったことは子どもの安全 ・ 
安心に責任を持つ対応とは言えません。

大雨被害をくい止めるために
　近年の気候変動の影響によって、 大雨被害が続出しています。 市内でも水害対策と
して調節池や雨水貯留管などが数か所設置されていますが、今年度以降に設置される
水害対策施設の進捗状況をご報告致します。

❶江川第３調節池
　江川周辺の浸水被害軽減のため、 調節池整備を実施中で2025年度完成予定。
　貯水容量は約11000㎥、用地面積は約9033㎡。

❷東川口雨水貯留管
　東川口駅周辺の冠水被害を低減するため、 貯留管築造工事を実施中。 
　2022年１月末工事完了予定で、 線路脇地中約９ｍ下に設置。 
　貯水容量は約7100㎥。

❸柳崎地区雨水貯留施設
　見沼代用水、 藤右衛門川周辺の浸水被害軽減のため、８ヶ所の公園内に貯留施設
　を整備。 
　柳崎公園（貯留量1700㎥）、 柳根町公園（1200㎥）は完了。
　柳崎第２公園（700㎥）、 北園第１公園（300㎥）は今年度中に完成予定。 
　来年度以降、 柳崎第３公園（1000㎥）、 柳崎第５公園（500㎥）、 
　柳崎第６公園（500㎥）、在家公園（500㎥）整備。

❹幸町小学校雨水調節池
　小学校周辺の冠水被害低減のため、 雨水調整池を設置。
　2022年度完了予定で貯水容量は約400㎥。

❺青木北小学校雨水管渠
　小学校北側の冠水被害軽減のため、 雨水管渠を布設。 
　2022年度完了予定で貯水容量は約40㎥。

　このような施設、 設備が完成しても、 想定外の災害は発生する可能性はあります。
大雨発生時の避難先など事前のチェックを心掛けておきましょう。

川口市の水害対策進捗状況は
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　川口市は高齢者施設、 障害者施設など福祉施設に従事する方、 また新たに入所さ
れる方、 通所の介護 ・ 障害者施設に従事される方に向けて、 無料での定期的なＰＣＲ
検査を実施しています。 施設からの申請を受けて、７月・８月は月に２回行われます。

【対象の施設は】
特別養護老人ホーム／短期入所生活介護／介護老人保健施設／短期入所療養介護
／介護医療院／介護療養型医療施設／特定施設入居者生活介護／住宅型有料老人
ホーム／サービス付き高齢者向け住宅／軽費老人ホーム／養護老人ホーム／地域密
着型特別養護老人ホーム／地域密着型特定施設入居者生活介護／認知症対応型共
同生活介護／小規模多機能型居宅介護／看護小規模多機能型居宅介護／通所介護
／通所リハビリテーション
／地域密着型通所介護
／認知症対応型通所介護
／障害者入所施設
／グループホーム　など

新型コロナ感染拡大防止のために
ＰＣＲ検査をすすめていきます

納税が困難な時には急いでご相談を。

　国民健康保険税や介護保険料、 後期高齢者医療保険料の今年度の納付通知が届
いていますが納付額を知り、 払っていけるのか不安との相談が寄せられています。 
　くらし最優先の納税となるよう市の担当課や党市議団までお声掛けください。

所得は変わらないのに納税額が増えたのはどうしてですか。

各制度において市民に対する負担増を川口市は決めました。 党市議団は、 これ
以上の負担増は認めないと訴え反対をしました。
国民健康保険制度／賦課限度額を引き上げました
介護保険制度／すべての所得段階を引き上げました
後期高齢者医療制度／均等割額の軽減割合７．75割を７割に引き上げました

納付が困難な時、払いたくてもお金がないときに相談にのってくれますか。

市民のくらしや営業を後回しにすることはできません。 保険税 ・ 料の分納や国民
健康保険の減免制度、 換価の猶予制度などもあります。 市役所の担当者との生
活実態を共有することが大事です。

新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減りました。 その分、 保険税・料
を軽くできないのでしょうか。

一定以上収入が減少した方は、 申請により、 令和３年度課税分の保険税 ・ 料の
減免を受けられる場合があります。 申請は、 納期限前に行う必要があります。
申請書は、 市のホームページからダウンロードできます。 郵送でのやり取りも可
能です。 国民健康保険税や介護保険料、 後期高齢者医療保険料で対応していま
す。
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くらし最優先に。

　一般市民に向けては、 ６月まで合計６日間にわたって川口総合文化センター ・ リリ
アで、 無症状者の方に無料でＰＣＲ検査が行われ、 延べ2,018名の方が検査を実施
しました。
　ワクチン接種は進んでいますが、 ワクチンを接種しても新型コロナにかかった方の
報告が続いています。 また、 新型コロナ株の問題も取り沙汰され 、首都圏では専門家
の間からも第5波を心配する声も上がっており、 今後も定期的なＰＣＲの検査が必要
です。 党市議団は、 6月議会の中でＰＣＲ検査の重要性を訴え、 引き続いてのＰＣＲ
検査の拡充を主張しました。


